
言語の働きへの理解を深めることを目指した指導の在り方

-r推論発問の要素を取り入れた発問Jを用いた現在進行形の指導を通して一
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要約：；本研究の目的は， 「推論発問の要素を取り入れた発問」を用いた指導が，言語の持つニュアンスに対する理解が生徒に深

まるかどうかを検証することである。 f推論発問の要素を取り入れた発問jにより，生徒は対話場面を捉えようとするようにな

った。明示的発問のみの指導では，言語の持つニュアンスに対する理解の深まりが見受けられなかったが，明示的発問と I推

論発問の要素を取り入れた発問jの両方を用いた指導では，その場面で使用されている言語や文法の働きに着目できるように

なり，理解が深まることを明らかにした。リーディング指導は，アウトプットに至るまでのインテイクの段階で多くの選択肢

を生徒に提供するものと考えられる。

キーワード：推論発問，言語の持つニュアンス，明示的発問，インテイク

I. 問題の所在

中学校英語科において，「書くことJはアウトプットの

一手段として捉えられており，その質を高めるために，

様々な指導・実践カミ行われている。大井（20偲）は，コ

ミュニケーションを意識し書き手のアイデアが読み手に

的確に伝わるように論理的一貫性のある配列，構造化す

るパラグラフ・ライティングの重要性を述べている。松

村ほか（2009,2010）は，問答の形を英語の主張形態に

II. 研賓の目的

本研究の目的は，授業における発問に着目し，場面や

状況を問う発聞を通して，言語が持つ意味やニュアンス

に対する理解を深めることができるかどうかを検証する

ことである。授業を構成する上で，発聞は重要な役割を

果たすと考える。発問には，生徒の思考活動へ車l臓を与

える機能があり，この機能が英文読解において思考を深

め，内容を深く理解する一助となると考える。発問につ

あわせた「問答ゲームJを用い，いわゆる双括型の主張 いて，田中・田中（2仰）は「生徒が主体的に耕オに向

形態の定着を図った。その結果，結論理由一主張結論の き合えるよう，授業目標の達成に向けて計画的に行う教

型ほ定着するこEができ克τ:o~英文盲体にほ，「間一 百耐動ぎ五行~位置ろITT王子り，~こ田中・属百・

答ゲームJによる効果があまり見受けられなかった。具 紺渡（2011）は，耕才の深い理解を促すに財産論発聞が

体的には， lつ1つの英文におして各語が持つ中心的な

意味やニュアンスを生徒が捉えられず，主張したい英文

と実際書いた英文にはギャップがあるとし、う課題を指摘

している。

広島大判付属東雲中学校〈以下，本校）生徒のライテ

イングの傾向は，①日本語をそのまま英語にしようとし

て，未習語を誤用する，②「姐＝で、きるJのような英語

と日本語の意味を1対1対応で捉えており，状況に応じ

て適切な英語を取捨選択する生徒が少ない，などである。

第2言語習得の過程において，インプットはアウトプッ

トに先立つ。本校生徒は，アウトプット以前のインプッ

ト段階において，言語が持つ意味やニュアンスを的確に

捉える力が不十分ではあるまし、か。このような問題意識

から，本研究を着手するに至った。

官 広島大学大朝完教育学砂移静十
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必要であると述べている。推論発問とは，明示的発問の

ような内容理解を求めるもので、はなく，対話の情景や言

語の働きを捉えるような発問のことを指す。推論発問の

要素を取り入れれば英文の内容を深く読みとる可能性

がある。そして内容を深く読み取る際には，言語の使用

場面や働きに着目しなければならなし、それは漠然と英

文の場面や伏況を想像するのではなく，英文内にある根

拠をもとに内容を托躍していくからである。つまり，推

論発問の要素を取り入れれば，言語の使用場面や働きに

気づかせ，言語が持つ意味やニュアンスの触平が深まる

のではないだろうカミ



皿研究の概要

1.実臨時期と実銭対象

実関繍は2014年 11月，実践対象は本校第1学年（1

組 40名， 2組 39名）である。両クラスの2学期末テス

トのリーディング問題（外国語醜干の能力）の得点、を比

較すると同.41でリーディングに関する週明破は同質で

あると言える。

2.実践方法

両クラスとも，現在進行形の授業（全11時間）を受講

した。1組には，明示的発問のみを用いた指導を， 2組

には明王拍力発問と「推論発聞の要素を取り入れた発問J

を用いた指導を実施した。そして，言語の持つニュアン

スに対する理解を深めているのかを，ループリック（表

1）を用いて検証した。ループリックによる得点のっけ

方の例を次に示す。Mary血esto lheα羽d剖 twia:ay1倒 ω

buy白血onableclod:路．を取り上げると，この文に対しf

h伽yはお金持ちで‘しようカミJとし、う発問をした場合，

f完封刊幾に乗って年に2回も買し物に行くのだカ 、圃．

持ちであるj という角搭が出たとする。これは伽

う本文の根拠を元に解答しているので3点となる。

また実践対象の本校第1学年2組（39名）にア

トを実施し，「嬬命発問の要素を取り入れた発問J

る生徒の情意面も調査した。

表1 リーディンゲの理解度を測るループリツツク

点｜ 内容

－対話文中の根拠をもとに日本語で内容を答えることが
3 
できる。

－対話文中の根拠をもとにしては＂＇ft！，、が日本語で内d廿T・
2 
を答えることができる。

・日本語で内容を答えられない，または誤答日
1 

、

対照群に分けて指導した。

4.実践の概要

本校が使用する東京書籍の NewHorizon Unit9 

(pp.82-87）を用いて，計9時間指導した。各時間の目標

（表2）は前半で教科書を使用して現在進行形の形（be

動詞＋動詞のing形）・意味（「～している最中で、あるJ）・

用法（be動詞を用いて疑問文や否定文を作成する）を指

導し，その理解度を描写活動でとらえた。後半では自作

の対話文を用いて，いわゆるビデオムービー的なニュア

ンスとは異なる「今から～しますJを捉える内容を導入

した。

表2 各時間の目標（全9時間）

［瓦面7 各時間の目標 ----i 
I 1 I .現雄行形の意附 「～している最中である」・形i
I I (be動詞噛詞の昭形）を知る ！ 

2 ・功雄行形を用い描写しようとしている（針！

ことに関する関心・意欲・態度）。

3 ・競技協で，現櫛形の駒形棚i
することができる。

4 －対話文を読んで、，現在進行脚コ用法を知る。

－対話文を読んで、，現在進行脚コ意蝋D・形を理解

することができる。

民 民 ・説話文老読弘疋ト現在進倒~意場＠－－－＿＿形ι用法
' 

を瑚卒することができる。

7 

一ーすると二こと）。

8 －現在進行形の意味窃 「今から～し

ることができる。

9 －現在樹7形iこっし、て日本語で説明できる。

3, 4, 5, 6時間目に授業で舟いた発問例とその正

答率（表3）を見ると，意味「～している最中で、ある」・

3.取り上げる文法項目について 形・用法についてはほぼ理解していると推察できる。

調査で苦手、点を当てた現在進行形はいわゆる静止画では

なくビデオムービー的な描写をする際に用いることが多

いが， D配:lerek(1991）は，現在の「計画jや「取り決

めJから予期される未来の出来事を表現することができ

るとしている。このように，現右強行形には様々な捉え

方があり，本調査ではビデオムービー的な意味を指導し

た後に，予期される未来の出来事を表す意味を実験群，
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表3 授業で用いた発問例とその正答率

発問肉容
正答率

1組 2組

• Sakura is listening to music.を日本語 兜% 1α”も
にしなさい。

・（対話文中の Kevinis rurming to 1αw。 95% 

白血に対して） What is Ke¥担

doing？の答えを対話文から答え

なさしも

・（対話文中の）What are they doing in 93% 

出ekitchen？の答えになる部分を

日本語にしなさし、。

IV.結果

1.授菊麟呈

8時間目に使用した自作の対話文は，次の通りである。

ホストファミリーである母親のエミ（A），息子のジロウ

と留学生のルーク但）による対話である。はじめの場面

では，エミとルークがスーパーマーケットへ買し物に向

かっている。次に，自宅で夕食をむかえる場面に切り替

わる。場面の切り替わりゃAとBの人間関係についての

発問も準備したが，本調査で、は対話文中のI’mcoming.の

意味「今行きます」を捉えるための発問を紹介する。

自作の対詑定一

A: We are going to白atSl群郎副知．αLK倒語tl.百le儲 is

coming. 

B:Thankyαi,Emi. 

A: Som出R蹴倒"Sdon'tsゅatin佃町lionsin Japan. 

B:R回lly?C都~叩 atir蜘班活.onsin Au誼泌iaR’s a m制班

foq対倒閣IS.

A: Luke, dinner is ready. Jiro佃diare・wai時 foryou. 

B: I’m coming.αL出.ed抑制 IH抵耐ed阿 kVety much. 

百四世k卯tJ,Emi. 

A:L叫，e,pl切符国llme'Mom’You’rea member ofαE魚m量y

no明I.
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発問内容

1組「I’mcoming.を日本語にしなさし、。j

「どうしてそう思いましたカU

2組「下から2行自のI’mcoming.は何を意味しています

カ司c,J

「Bは今移動していますカU

「AとBはどんな状況にいますカU

1組（対照群）では，次のような解答が見られた。（）

内の数字はループリックの得点で、ある。

・私は来ています。（2)

・私のところへ来て。（1) 

・私はスーパーへ来てし、ます。（1) 

・私のところへ来てくださし＼ ( 1) 

解答の多くはビデオムービー的な意味を基盤にして書

かれており，そのせいで場面が映像化しづらくなってい

る様子だ、った。「どうしてそう思いましたヵ、j という発

問には，「現在進行形だから『来ています』にした。j と

いった意見が大半を占めた。対話文中の官官αuis coming. 

「車がにちらベ向かつて）来ています。」と同じような

意味だと予想していた生徒が大半で，場面を捉えられて

いなし、様子だった。三二主L豆ごルプレイを取Dみれて

対話させる場面を設定すると，「今から行きます。j とし、

う意味になっていることに気づいていった。

一方， 2組（実験群）での解答例を，以下に示す。

・私は来ています。（2)

・私は来ます。（2)

・今から来ます。（2)

・今から行きます。（3)

・私は向かっています。（2)

場面を捉える発問を取り入れたおかげで， AとBが自

宅に戻っており，別々の部屋にいるのだろうと考えてい

る生徒が多かった。そのため，上述のような正答や正答

に近し吻絡が見受けられた。しかし，ビデオムービー的

な意味を含む解答もあったので，切り返し発問として fB

は今移動していますっO"oJを用いた。すると半数程度の生

徒が「移動しているjのではなし、かと考えていf4,理由



を尋ねると，現在進行形はビデオムービー的な意味であ

り， be動詞と動詞のing形になっているから，「～してい

る最中であるJとしづ意味になるからだとしづ解答が多

くを占めていた。そこで，「AとBはどんな状況にいます

tJ~o jとしづ発聞をすると，状況に関して話し合う生徒の

中から，「移動する前じゃなし、か。J「『ごはんよ。』に対す

る『今行くよ。』じゃなし泊、jといった意見が出てきた。

それらを取り上げると，「今から行きます。j としづ意味

になっており，この場合はビデオムーピ｝的な意味では

ないことにが好尋している様子だ、った。

ることができるのが面白し、。

・単語や文法の意味が場面や状況によっては，いろい

ろな形になっていくのが難しし、。

・言葉だから状況に応じた意味にしなければならない

ことが分かった。

v.考察
ループリックの結果（図1）から， 2組（実験群）で

用いた「推論発問の要素を取り入れた発問Jは，状況や

場面を捉えるだけでなく 言語が持つニュアンスへの理

解を促す効果があることがうかがえる。「対話文中の根拠

2.実賎問題の結果 をもとに日本語で内容を答えることができるj（ループリ

実践問題をループ、リック（表1）により，分類した結 ックの3点項目）の差は顕著で‘，明利憐聞のように直

果は，次の図1のようになる。 接的な発問では，場面がイメージしづらく，既知を用い

たものや，なんとなくあてずっぽうで答えたものが含まロ1組（対照群）
れていると考えられる。これらの生徒については，自ら・2組（実験群）
の解答の理由を答えられなし、生1走が多かった。また，「日

本語で内容を答えられない，または設答j （ノレーブ‘リック

の1点項目）に該当する生徒は，いわゆるビデオムーピ

＝曲全童基t之島基玄室握主よ立としてお立，＿擾面全佐況一一ー
よりもI’mcomiJ:港のみを見て答えている者が多いようだ

った。

また，上述したアンケート結果からも，「推論発問の

要素を取り入れた発問Jは，言語の意味やニュアンスへ

数

0

5

0

5

へ
a斗

q

d

q

d

3 2 1 点数

図1 Jlr-ブリックの結果

また，実践後に2組（実蜘宇）のみを対象に実施した

アンケートでは，「推論発聞を取り入れた発問」に取り組

むことが好きな生徒は39名中28名で，理由の大半が「人

間関係や場面を理解することができるから」であった。

また，自由言司会欄には次のような回答があった。

・場面や状況を問う質問は難しいけれど，状況がよく

わかるので面白しL

・どんな状況なのだろうといつも考えることができる

ようになった。

－文法にはいろいろな意味があることが質問で分かる

ようになってきた。

・人間関係をし、つも考えることができるようになった。

・場面を考えるとき，想像ではなく英文をもとに考え

た意味の捉えに留まってしまうことが推測できる。両ク

ラスともに，「対話文中の根拠をもとにしてはいないが日

本語で内容を答えることができるj（ノレーブPリックの2点

項目）がほ国司数で10名程度の人数となっている。これ

は，学習塾等に通う生徒が事前に意味を知っていて答え

の理解を促すことができるようである。生徒にとっては，

明示的発問の方が簡単に答えやすく，日本語の意味を捉

えるには十づ士であるが，明示的な部分の理解のみでは，

アウトプットする際に，「回n＝できるJのように1対1

対応で英語を用いる恐れがある。それは，文章としては

正しいカもしれないが，言語の持つニュアンスを度タト視

したものとなってしまい，コミュニケーションが不十づ士

になる可能性がある。「宇佐論発問の要素を取り入れた発

問」を用いれば，アウトプット前のインテイクの段階で，

場面や状況を考え，言語の意味やニュアンスを取捨選択

することが可能になるのではないだろう'IJ~o もちろん明

示的発聞が悪いと言っているわけで、はなし、。明利憐聞

により，言語の持つニュアンスへの理解が促進されるこ
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ともあるだろう。そうしづ視点に立っと，明示的発問の

みで、あっても，「推論発問の要素を取り入れた発問jのみ

でも不ーゆなのかもしれない。期京，本調査では両方の

発聞を組み合わせて指導した。その結果，明示的発問の

みの指導よりも組み合わせたほうが，効果があることが

分かった。つまり，明示的発問と「推論発問の要素を取

り入れた発問Jを組み合わせることが質の高し、インプッ

トを生徒に提供できる可能f生があるのではないだ、ろうカ氾

そして，中学校におけるリーディング指導では，こうし

た発聞の組み合わせを意図的且つスパイラルに取り入れ

ていくことで，インテイクの幅を広げることができるは

ずである。さらに，こうしたリーディング指導が質の高

いアウトプット（スピーキング，ライティング）につな

がってしてはずである。 4技能を統合した指導という視

点でも面白いアプローチではないだろうカ氾

V.おわりに

本研究では，「推論発問の要素を取り入れた発問Jを用

いた指導により，言語の持つニュアンスへの理解を促す

ことに資することが分かった。しかし，言語の持つニュ

アンスへの理解のみでは，アウトプットへはスムーズに

つながってし、かないことが予想される。リーデイングに

おいては，「推論発問の要素を取り入れた発問Jを用いた

指導のほかに，多くのインプットをねらいとした多読の

指導も必要であると考える。今後は，言語の持つニュア

ンスを理解した上で，多読を進めることによって，イン

テイクの質を高めることができるのかどうかを検証して

いきたし冶
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